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学術論文

Ⅰ　はじめに 
数概念の形成は、計算能力の基礎となるものであり、

物を配る、物を数える等の生活場面における数量的内容
を処理する上で基本となる力である。数概念は、数詞－
数字－数対象（数える対象となるもの）の構造を基本に、
集合数を中心に物を数えたり数詞や数字に置き換えたり
する学習を通して形成される。そのためには、物の集ま
りから共通の概念である数を抽象し、物が変化してもそ
の集まりから共通の概念である数を抽象することが必要
になる（藤原，1978）。遠山（1972）は、数量指導にお
ける分析・総合の思考（抽象）の重要性を挙げ、発達に
遅れのある子どもの場合、抽象を数量の学習過程に含め
て系統的に指導する必要があると述べている。
自閉症児は、事物の位置関係や大小関係等の関係性を

表す言葉（概念）の理解が難しく、抽象的な概念の理解
に困難を示す（小林・園山・野口、2003）。そのため、
抽象を必要とする数量の獲得につまずくことがある。ま
た、量に関する比較の学習が困難であることが指摘され
ている（岡本、2008）。それは、機械的に処理しやすい
数の対応や数唱に比べ、量の学習は数量の意味理解がさ
れていないと答えを導くのが難しいためである。
数概念に関する先行研究を見ると、佐藤（1986）は、「個

別化（弁別）」「類別」「同等性」「保存」等の準数概念を
系統的に指導し、健常児や精神薄弱児（現在の知的障害
児）と自閉症児の思考について検討している。その結果、
自閉症児は同じ等の意味理解や保存性・推移性のような
抽象を必要とする内容は難しいことを述べている。また、

指導過程の段階で、課題の意味や手続きを 1つずつ確認
することが必要であったと報告している。
自閉症児の数概念の研究は少なく、数を含めた抽象的
な概念理解等の難しさを考慮した指導方法は明確には示
されてはいない。遠山が指摘するように、障害特性を踏
まえた個々の発達を考慮し、数概念を系統的に指導する
ことは、自閉症児の指導においても必要である。だが、
数を含めた抽象的な概念理解の難しさによって数量を捉
えることができず、量に関連する学習でつまずく傾向に
あるため、言語理解に関する指導上の配慮が重要である。
そこで、指導計画書において指導の系統性を図り、どの
ように言語や数を含めた抽象的な概念理解しているのか
を記録し適切に対応することで、系統的かつ段階的に指
導を進め、数概念の育成を促すことができるのではない
かと考える。
本稿では、自閉症児 1名を対象に、個別指導における
指導計画書及び指導記録書を独自に作成し、授業での活
用も含めて事例を報告する。指導計画書及び指導記録書
に基づき、数概念の指導を系統的に行い、本児の言語や
数を含めた抽象的な概念理解の難しさに焦点を当てた教
材教具や教師のかかわり方の改善を行った。10 までの
数を数えることに困難を示す本児の学習経過を通して、
指導計画書及び指導記録書の活用から、数概念を促すた
めの効果的な指導方法を探ることとした。

Ⅱ　研究方法
1　対象児：知的障害を伴う自閉症児（9 歳男子）
2　期間　平成 21 年 4 月から平成 21 年 9 月まで

自閉症児の数概念の発達を促すための指導
－指導計画書を活用した取組－
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3　対象児の実態
（１）�PEP-R 自閉児発達障害児教育診断検査（平成 21

年 2 月実施）
模倣 3歳 4か月（芽生え反応 3）、知覚 5歳 4か月（芽

生え反応 0）、微細運動 4歳 10 か月（芽生え反応 1）、粗
大運動 5歳 1か月（芽生え反応 0）、目と手の協応 4歳 7
か月（芽生え反応 3）、言語理解 3歳 11 か月（芽生え反
応 3）、表出言語 2歳 4か月（芽生え反応 2）総合発達年
齢 3歳 8か月（芽生え反応 4）
上記の結果を基にして考えると、生活年齢（9歳）に

対し、総合発達年齢、各下位項目が低い数値を示してお
り、全般的な発達の遅れがあった。総合発達年齢（3歳
8か月）や他の下位項目に比べ「知覚」が 5歳 4か月に
あることから、見分けたり聞き分けたりする力が高いと
言える。しかし、音声を聞き獲得される言語理解能力や
言語表出能力の数値が低いことから、言葉や指示の理解
が難しく、手順表やスケジュール等の情報を見て、行う
べき事柄の意図や方法を理解していると考えられた。「知
覚」に比べ「微細運動」や「目と手の協応」の数値が低
いことから、見て情報を理解することが得意であっても
物の操作を伴う活動が苦手であることが考えられた。
検査場面や日常の生活場面では、具体物の 1対 1の対

応はできるが、具体物を 4個取るよう指示しても、指示
通りの数を取ることができない等、言葉の指示や数量の
意味が分からず、物の処理や操作ができないことがあっ
た。また、規則正しく並んだ物や漠然と並んだ物の中か
ら、数を数えて物を取ることが難しい状況にあった。保
護者からは、皿等を一枚ずつ持っていって並べることが
できるが、一度に人数分持っていって並べられるように
なって欲しいとの要望が聞かれた。このことから、指示
の理解や 1～ 10 までの数量を理解できるようにし、物
を適切に処理したり操作したりできるようにしたいと考

え、学習内容を設定することにした。
（２）指導開始時の実態
・�1 ～ 3の数字を見て、具体物を取り、容器に入れるこ
とができる。
・1～ 3の数詞を聞き、具体物を取ることができる。
・�数字を見て同じ数字カードを選ぶことや１～ 10の数
字をマッチングし、順番に並べることができる。
・�教師の数唱に合わせ、1～ 10の数字を取ることができ
る。
・�手本の線を意識し、1～ 10の数字のなぞり書きができ
る。
・数詞を聞き、１を書くことができる。
・�自発的な発声はほとんどないが、教師の口形を模倣す
る様子が見られ、5の数字カードを示しいくつか聞くと,
「ご。」と答えることができる。
・�音声による指示は、語頭や語尾の音をひろいやすく、
複数の指示になると、最後の言葉を聞き、行動する。
・�自分のペースで取り組もうとすることがあり、教師が
手を添え一緒に物を操作すると大声を出すことがあ
る。

４　指導計画書および記録書の作成
指導計画の作成の流れを図 1に示した。個別指導計画
の学習内容を基に、ねらい・学習内容・手続きを段階的
に設定し、指導計画書（表 1）に記入するようにした。
授業終了後、児童の様子と教材教具や教師のかかわり方
の改善点を指導記録（表 2）に記入するようにした。各
期間終了後、これらの記録を基に、ねらいと学習内容の
評価を行うようにした。指導期間については、個別指導
計画前期（4月～ 9月）に合わせて、指導期間を 3期に
分け、各期の指導回数を 16 回設定した。各期の指導回
数 16 回を 4 回のセッションに分け、教材教具や教師の
かかわり方の改善を行った。指導計画書の記入内容は、

図1　作成の流れと記入内容

筑波5巻.indd   3 11.4.4   3:04:43 PM



4

表
1　

指
導

計
画

書
（

1期
〜

3期
）

指
導

計
画

書
（

1
期

：
4

月
～

5
月

）
（

2
期

：
6

月
～

7
月

）
（

3
期

：
9

月
）

ね
ら

い
学

習
内

容
手

続
き
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手
続
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ね
ら

い
学

習
内

容
手

続
き

評 価
・
絵
を
見
て
、
単

語
カ
ー
ド
を
選
ぶ

こ
と
が
で
き
る
。
単
語
理
解

・
絵
カ
ー
ド
を
1
枚
提
示

す
る
。
5
枚
の
単
語
カ
ー

ド
か
ら
選
ん
で
渡
す
。
単

語
を
確
認
す
る
。

○

・
2
音
の
絵
を
見

て
、
平
仮
名
カ
ー

ド
を
選
ぶ
こ
と
が

で
き
る
。

単
語
構
成

・
絵
カ
ー
ド
を
1
枚
提
示

す
る
。
50
枚
の
平
仮
名

カ
ー
ド
か
ら
選
び
並
べ

る
。平
仮
名
を
確
認
す
る
。

×

・
2
音
の
絵
を
見

て
、
平
仮
名
カ
ー

ド
を
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ぶ
こ
と
が

で
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。

単
語
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成

・
絵
カ
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ド
を
1
枚
提
示

す
る
。
50
枚
の
平
仮
名

カ
ー
ド
か
ら
選
び
並
べ

る
。平
仮
名
を
確
認
す
る
。

○

・
始
点
と
終
点
を

意
識
し
て
、
線
を

書
く
こ
と
が
で
き

る
。

線
書
き

・
2
点
の
印
を
確
認
す
る
。

点
と
点
を
線
で
つ
な
ぐ
。

×

・
始
点
と
終
点
を

意
識
し
て
、
線
を

書
く
こ
と
が
で
き

る
。

線
書
き

・
2
点
の
印
を
確
認
す
る
。

点
と
点
を
線
で
つ
な
ぐ
。

○

・
直
線
や
Ｌ
等
の

2
方
向
の
線
を
書

く
こ
と
が
で
き

る
。

線
の
な
ぞ
り

書
き

・
2
点
の
印
を
確
認
す
る
。

点
線
を
指
で
な
ぞ
り
形
を

確
認
す
る
。
点
と
点
を
線

で
つ
な
ぐ
。

○

・
線
や
○
を
模
写

し
て
、
書
く
こ
と

が
で
き
る
。

形
の
模
写

・
ボ
ー
ド
に
線
や
形
を
書

き
見
本
を
示
す
。
手
本
を

見
な
が
ら
線
や
形
を
書

く
。

○

・
縦
や
横
の
線
、

○
や
□
を
模
写
し

て
、
書
く
こ
と
が

で
き
る
。

線
や
形
の

模
写

・
ボ
ー
ド
に
線
や
形
を
書

き
見
本
を
示
す
。
手
本
を

見
な
が
ら
線
や
形
を
書

く
。

○
・
□
や
＋
等
を
模

写
し
て
、
書
く
こ

と
が
で
き
る
。

線
や
形
の
模

写

・
ボ
ー
ド
に
形
を
書
き
見

本
を
示
す
。
教
師
が
書
く

線
や
形
を
見
な
が
ら
書

く
。

○

・
数
字
を
見
て
、

同
じ
数
の
具
体
物

を
取
る
こ
と
が
で

き
る
。

1
～
10
ま

で
の
数
�

（
数
の
順
序

と
量
の
理

解
）

・
数
字
を
1
枚
提
示
す
る
。

10
個
の
具
体
物
か
ら
数

字
と
同
じ
数
を
取
る
。

×

・
数
字
を
見
て
、

同
じ
数
の
具
体
物

を
取
る
こ
と
が
で

き
る
。

・
1
～
10

ま
で
の
数

（
数
の
順
序

と
量
の
理

解
）

・
数
字
を
1
枚
提
示
す
る
。

10
個
の
具
体
物
か
ら
数

字
と
同
じ
数
を
取
る
。

○

・
3
ま
で
の
合
成

を
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

数
の
合
成

・
数
字
を
２
枚
提
示
す
る
。

各
数
字
と
同
じ
数
の
具
体

物
を
選
び
箱
に
入
れ
る
。

箱
に
入
れ
た
数
と
同
じ
数

字
を
選
ぶ
。
具
体
物
の
数

を
数
え
、
選
ん
だ
数
字
と

確
認
す
る
。

○

・
見
本
（
マ
ス
目

有
）
を
見
て
、
マ

ス
目
付
き
の
台
紙

に
、
積
み
木
を
並

べ
る
こ
と
が
で
き

る
。

積
み
木
並

べ

・
マ
ス
目
付
き
の
見
本
を

提
示
す
る
。
積
み
木
を
１

つ
ず
つ
受
け
取
り
、
見
本

の
上
に
並
べ
る
。
並
べ
た

積
み
木
と
見
本
を
確
認
す

る
。

○

・
見
本
（
マ
ス
目

無
）
を
見
て
、
マ

ス
目
付
き
の
台
紙

に
、
積
み
木
を
並

べ
る
こ
と
が
で
き

る
。

積
み
木
並

べ

・
マ
ス
目
付
き
の
見
本
を

提
示
す
る
。
積
み
木
を
１

つ
ず
つ
受
け
取
り
、
マ
ス

目
付
き
の
台
紙
に
並
べ

る
。
並
べ
た
積
み
木
と
見

本
を
確
認
す
る
。

○

・
見
本
（
マ
ス
目

無
、
模
様
）
を
見

て
、
机
の
上
に
、

積
み
木
を
並
べ
る

こ
と
が
で
き
る
。

積
み
木
並
べ

・
マ
ス
目
付
き
の
見
本
を

提
示
す
る
。
箱
か
ら
積
み

木
を
取
り
マ
ス
目
の
な
い

台
紙
に
並
べ
る
。
並
べ
た

積
み
木
と
見
本
を
確
認
す

る
。

○

・
ひ
も
を
上
下
に

動
か
し
、
穴
に
通

す
こ
と
が
で
き

る
。

ひ
も
通
し

・
一
列
に
並
ん
だ
穴
に
書

か
れ
た
数
字
の
順
番
に
ひ

も
を
通
す
。

○

・
印
の
順
番
に
ひ

も
を
動
か
し
、
蝶

結
び
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

ひ
も
結
び

・
ひ
も
に
色
の
印
を
付
け
、

持
つ
場
所
を
指
差
し
で
示

す
。「
い
ち
、
あ
か
」
等

の
指
示
に
合
わ
せ
て
、
ひ

も
を
動
か
す
。

○

・
靴
の
ひ
も
を
結

ぶ
こ
と
が
で
き

る
。

ひ
も
結
び

・
ひ
も
を
持
つ
場
所
を
指

差
し
で
示
す
。
数
詞
に
合

わ
せ
て
、ひ
も
を
動
か
す
。
○

・
チ
ッ
プ
や
指
の

向
き
を
変
え
、
板

に
は
め
る
こ
と
が

で
き
る
。

チ
ッ
プ
パ

ズ
ル

・
見
本
を
示
し
、
チ
ッ
プ

を
１
個
ず
つ
渡
す
。
チ
ッ

プ
の
持
ち
方
を
直
し
、
枠

に
は
め
る
。

○

・
ク
リ
ッ
プ
を
つ

ま
ん
で
持
ち
、
手

指
の
向
き
を
固
定

し
て
つ
な
ぐ
こ
と

が
で
き
る
。

ク
リ
ッ
プ

つ
な
ぎ

・
見
本
を
示
し
、
ク
リ
ッ

プ
を
１
個
ず
つ
渡
す
。
ク

リ
ッ
プ
の
持
ち
方
を
直

し
、
つ
な
ぐ
場
所
を
確
認

し
は
め
る
。

○

・
パ
ー
ツ
や
手
指

の
向
き
を
変
え
、

食
べ
物
模
型
を
組

み
立
て
る
こ
と
が

で
き
る
。

模
型
組
み
立

て

・
完
成
の
絵
を
見
て
、パ
ー

ツ
を
選
ぶ
。
パ
ー
ツ
の
持

ち
方
を
直
し
、
組
み
立
て

る
。

○
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ねらい・学習内容・手続き、評価を設定した。ねらい・
学習内容・手続きは、太田ステージ等の学習内容を指標
として児童の実態を踏まえ、内容を精選して記入するよ
うにした。評価は、一人でできる（○）、できない（×）
の 2段階に設定し、ねらい・学習内容と児童の学習の様
子から評価するようにした。指導記録書の記入内容とし
ては、児童の様子と指導上の改善を設定した。さらに、
児童の課題の取り組みの様子と教材教具や教師のかかわ
り方における改善点を記入するようにした。
Ⅲ　結果
各期における指導経過の概略を表3に示した。矢印は、

指導計画書の活用の流れを示している。
１　�1 期（S1 ～ S4）数字と具体物の関係の理解を促す
指導

S1 では、数字を見て 1～ 5 の具体物を取ることがで
きたが、6以上の数を取ることができなかった。そのた
め、横一列の 10 のマス目（図 2）の上に具体物を数え
て置くようにした。その結果、6～ 9の間違いは見られ
るが、横一列の 10 のマス目（図 2）と比較し、具体物
を取って並べることができるようになった。S2 になる
と、1～ 5 と 10 については、具体物を正しく置くこと
ができるが、6～ 9については、横一列の 10 のマス目（図
2）があっても置くことができなかった。具体物を横一
列の 10 のマス目（図 2）に並べたら、提示した数字と
同じ数のマス目（図 3）を示し、教師の数唱に合わせて
指差ししながら数を確認するようにした。その結果、正
解のマス目（図 3）と並べた具体物を比較し、具体物を
減らしたり増やしたりすることができるようになった。
S3 では、1～ 6 と 10 を取ることや正解のマス目（図 3）

を見て、7～ 9 の間違いに気付き具体物を直すことがで
きた。指差しによる数の確認は、教師の数唱を聞かず、
自分のペースで指差しをすることがあった。そのため、
自分のペースで指差しを進めたら、教師の数唱と指差し
を止め、児童の指差しを戻すようにした。その結果、5
までの数は、教師の数唱と指差しに合わせて指差しをす
るようになった。S4 になると、7 ～ 9 については、不
正解後続けて課題を実施すると、具体物を正しく置くこ
とができた。指差しによる数の確認は、6以降になると
自分のペースで進めることがあった。そのため、S5 に
おいて、数唱のタイミングを遅くし、児童の指先と指先
を合わせ、数えるようにした。また、自分のペースで指
差しを進めたら、具体物を差し、数詞を示すようにした。
２　�2 期（S5 ～ S8）数詞や数字と具体物の関係の理解
を促す指導
1 期の学習内容を継続して行った。S5 では、7～ 9 で
不正解後、続けて課題を実施すると正しく並べることが
できるが、間隔を開けて実施すると間違いがあった。そ
のため、正解のマス目（図 3）の提示を止め、 横に 5個
縦 2段のマス目（図 4）に具体物を並べ、数えるように
した。 その結果、1 ～ 5、9 と 10 においては、横に 5
個縦 2段のマス目（図 4）に正しく置いて取ることがで
きた。7～ 8においては、具体物を操作しながらマス目
に置いた具体物とマス目の数を確認し、直す様子が見ら
れるようになった。数の確認では、数唱のタイミングを
遅くし、児童の指先と指先を合わせて数えることや自分
のペースで指差しを進めたら、具体物を差し、数詞を示
すようにしたことで、教師と指先を合わせながら具体物
と指差しを対応させ数えることができた。S6 になると、
具体物を操作しながら、7～ 8を直せるようになってき
たため、横に 5個縦 2段のマス目（図 4）と数を比較し
て並べることを継続して行った。教師の数唱に合わせて、
具体物を指差して数えることができたことから、教師と
指先を合わせて数えるのを止め、教師の数唱のタイミン
グに合わせて一人で指差しするようにした。その結果、
7～ 8の具体物を正しく置いて数えることや数唱に合わ
せて一人で指差しし数えることができた。S7～S8では、
７～ 8の具体物を正しく置いて数えることができたこと
から、横に 5個縦 2段のマス目（図 4）に置かずに机の
上に置いて数えるようにした。その結果、一人で 5個ず
つ並べて置き、数えることができた。数の確認は、教師
の数唱に合わせて、1～ 10 までの具体物を指差しでき
るようになった。また、教師の数唱に合わせて指差しし、
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○ 表2　指導記録書（一部抜粋）
指導記録書� №１

学習内容 児童の様子、 工夫 ・改善点

１
期
1 ～ 10
までの数

4/15：5までの数は、正確に取ることができ
た。6～ 7の数で間違いが多い。
（改善点）量と順序の一致ができていなこと
が考えられ、10のマス目に置き、数えるよ
うにした。
4/16：10のマス目があっても6 ～ 7の数の
間違いがある。
（改善点）教師の数唱に合わせて、数を指差
しで確認するようにした。

5/12：数唱に合わせて指差しすることが難
しい。1～10の数唱は分かっているようだが、
自分のペースで指差している様子がある。

後略
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表3　指導経過
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図2　横一列の10のマス目 図3　正解のマス目との比較 図4　横に5個縦2段のマス目

図5　数の合成 図6　数の合成（数の記憶）
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5 になると「ご。」ということができた。
３　3期（S9 ～ S12）数の構成の理解を促す指導
1 ～ 10 の数を数えることができるようになったため、

3 までの合成を行った。S9 では、提示された 1 と 2 の
数字を見て、具体物を数字の下に置くことができるが、
具体物を集めて「何個ですか。」と聞くと、別の容器に
具体物を片付けることがある。そのため、具体物を置く
場所を色分けし、集めた所に印を付け（図 5）、集めた
具体物を置き教師と一緒に数えながら、徐々に印を外す
ようにした。その結果、集めた具体物を印に置き数える
ことができた。S10 になると、集めた具体物を置いて数
えることや数えた数と同じ数字カードを選ぶことができ
たため、印を外して具体物を数えるようにした。この結
果、集めた具体物を見て、数字カードを選ぶことができ
た。集めた具体物を目で追って数えられるようになった
ため、S11 では、数を記憶して合成する課題（図 6）を
設定し、教材教具を変更した。教師と一緒に教材教具を
操作したことで、提示された数字を見て、具体物を箱に
入れることができた。集めた具体物を箱に入れ「何個で
すか。」と聞くと、提示した 1や 2 のカードを選ぶこと
がある。これは、問いかけに応じようとしているが、何
を数えればよいかが分からず、提示された数字と同じ
カードを選んでいることが予想された。このため、提示
された数字と同じ数の具体物を机に置くようにした。全
部置いた後、一緒に数え確認してから箱に入れ「何個で
すか。」と聞き、本児の手元にある数字カードを指差す
ようにした。徐々に数の確認や数字カードの指差しを止
め、1枚ずつ提示された数字を見て具体物を箱に入れる
ようにした。その結果、箱に入れた後、一人で数字カー
ドを選ぶことができた。S12 になると、「何個ですか。」
の問いかけを聞き、2枚の数字を見て数字カードを選ぶ
ようになった。

Ⅳ　考察
1　数えることから数の合成にいたる過程
数詞、数字及び数対象の 3つの基本要素相互の関係操

作から本児の学習の様子を考えるといくつかの段階が
あった。S1 ～ S4 では、数字と具体物の関係を理解する
ことを中心に指導を進め、自閉症児の注意が一点に集中
することに対応して、数対象を比較したり数対象の違い
を捉えたりできるよう教材教具を改善した。その結果、
数字を見て 10 のマス目と具体物を比較し、具体物を取っ
て並べることや具体物を並べながら数を増やしたり減ら
したりすることができた。これは、具体物とマス目を同

時に比較できるようにしたことで、具体物やマス目等の
数対象を一つのまとまりで捉えやすくなったことが考え
られる。また、具体物とマス目を同時に比較して量を確
認したことで、量の違いが捉えやすくなったことが考え
られる。数をまとまりで捉えられるようになったことに
合わせて教師の数唱や指差しの改善を行った。数の確認
では、自分のペースで指差しを進めていたため、教師が
具体物と数唱や指差しを一致させ児童の指差しを修正し
ながら数を数えるようにした。その結果、５までの数は
教師の数唱と指差しに合わせて指差しをすることができ
た。これは、教師の指差しを通して具体物に注意を向け、
数唱に合わせて指差しを進めたことで、具体物と数の順
序の関係が分かってきたと考えられた。1期の後半では、
1～ 6 と 10 の数について、具体物を置いて数を取るこ
とができ、数字と数対象が同じであることが分かってき
ていると考えられる。しかし、6～ 9の数は取ることが
難しく、数字と具体物の関係の理解までには至っていな
かった。
S5 ～ S8 において、数字と具体物の関係を理解するこ
とを継続し、数対象と数詞や数字と数詞の関係を理解す
る指導を合わせて行った。数や量を一つのまとまりで捉
え具体物を操作できるようマス目を変更した結果、具体
物を正確に置いたり、置き直したりする様子が見られ
た。これは、横一列の 10 のマス目から横に 5個縦 2 列
のマス目にしたことで、具体物を見て量の多い少ないが
分かりやすくなったことが考えられる。横に 5個縦 2列
のマス目を使用し指導を進めた結果、具体物を操作しな
がら、7～ 8を直したり教師の数唱に合わせて具体物を
指差して数えたりできるようになった。2期の後半には、
横に 5個縦 2列のマス目の使用を止め課題を行ったが、
具体物を 5個ずつ並べて数えることができた。これは、
本人が操作しやすい数のまとまりで具体物を操作したこ
とで、数をまとまりで数えることが分かり、5を基準に
数対象を操作できるようになったことが考えられる。本
児の言語表出の難しさに対応して数詞を意識できるよう
に数唱や指差しを中心とした改善を進めた。その結果、
数字を見て 1～ 10 の数を数えることや教師の数唱に合
わせて、具体物と指を対応させながら数を数えるように
なった。また、指差ししながら「ご。」と言うようになっ
た。これは、指差した数対象に視線が向き、教師の数唱
に合わせて指差しをすることで具体物と数の順序が分か
り、数を数えることができるようになったため学習が進
展したと考えられる。
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S9～S12では、1～10の数を数えることができたため、
3までの合成を設定し、数対象を捉えることや数詞を意
識できるような改善を行った。その結果、3期の後半に
なると、2つの数字を見て合わせた数と同じ数字カード
を選ぶことができた。これは、数対象を目で捉え、指差
しし、音に出して数えたことにより、数を直感的にまと
まりで捉えられるようになったことが考えられる。
系列化した数概念の学習内容を十分に理解されていな

いと次の学習に進みにくいのが数の指導の特徴である
が、前の学習が確実に理解されなくても次の学習へ移る
場合がある（日本肢体不自由教育研究会，2009）ことが
挙げられている。本研究では、数概念の学習内容につい
て、前の段階を確実に理解してから次の段階に移り進め
たわけではなく、系列化した数概念の学習内容を基準に、
児童の言語や数等の抽象的な概念理解に応じて手続きの
変更を行った。先行研究で指摘される、抽象を必要とす
る数量の獲得の難しさがあるが、学習を通して、数をま
とまりの大きさで捉え具体物を操作できるようになり、
数字と具体物の関係の理解から数の構成の理解へと学習
を進めることができた。数詞、数字及び数対象の 3つの
基本要素相互の関係を踏まえ、教材教具と教師のかかわ
り方に配慮しながら、数対象を直接対応で比べ数の同等
多少の関係を把握し、数を別の場所に並べる等再度数の
関係を確かめる内容を付加したことで、数量が変わらな
いことが理解できた（藤原，1987）と考えられる。数概
念の指導において、答えが合っていると言うことだけで
はなく、その子が何をどのように理解しているのかを常
に把握し、個々の認知面や行動面の困難に応じて、教材
教具や指導の順序等に配慮すること（日本肢体不自由教
育研究会、2009）が重要であると考えられる。
２　指導計画書と指導記録書の活用
5 のまとまりで数を数えることや数を目で追って数え

ることができるようになる等の児童の変化が見られ、数
概念の指導と教材教具や教師のかかわり方の改善を段階
的に進めたことにより、10 までの数の処理や操作が可
能となり、数量の理解を促すことができた。これは、指
導計画書や記録書において、児童の学習の様子を踏まえ
理解に応じた教材教具や教師のかかわり方を改善したこ
と、あるいは改善したことを振り返りながら指導を展開
したことが効果的であったと考えられる。指導記録書に
おいて、児童がどのように理解し課題を行っているのか
を捉えることで、児童の理解に対応した改善をすること
ができた。これは、児童の教材教具の扱いや課題の取り

組み、教材教具や教師のかかわり方の改善の観点を決め
記入したことにより、児童がどのように数量や課題の手
続き等を理解し、何につまずいているかを教師が予測し
やすくなったためと考えられる。指導計画書や指導記録
書があることで、これまでの指導を踏まえた次のねらい
や学習内容を設定し、児童の実態に応じた改善をするこ
とができ、学習の効果を高めることができる。理解を必
要とする学習を系統的かつ段階的に展開するためには、
指導計画書と指導記録書は重要な役割を果たすと考えら
れる。
３　今後の課題
数概念の指導における今後の課題としては、数概念は、
数対象（4個）－数詞（よん）－数字（4）が同じであ
ることを理解できていることが重要であるが、本児は言
葉の表出の難しさから、数対象を見て数詞を言うことや
数字を見て数詞を言うことが困難である。そのため、音
の数を捉えることができず、数が大きくなると量や順序
が理解されにくい。数詞を言えるようにし、数詞、数字
及び数対象の関係について十分に指導を行い、数の合成・
分解へと学習を進めていきたい。
指導計画書と指導記録書の活用における今後の課題と
しては、次のことが考えられる。本児の数概念の指導を
進展させるためには、用いる教材教具や指導者の指示が
変わると、課題の操作や解答の間違いが予想される。そ
こで、指導計画書や指導記録書から、教材教具の操作や
教師の指示でつまずきやすい状況と本人が分かりやすい
提示の方法や教師のかかわり方を検討し、指導課題に応
じた配慮点を明確にしていくことが必要である。
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Coaching Method to Prompt Development of Number Concept
in Autistic Children

-An Approach Utilizing a Individual Teaching Plan-

Yoshiko HIYAMA

It is difficult for autistic children to understand languages （concepts） that describe the nature of relationships, such as 
relationships of positions and magnitudes. Hence, it is difficult for them to understand number concepts that require 
abstraction. Therefore, in addition to teaching learning contents methodically, it is important to pay attention to the coaching 
viewpoint. These factors are important to develop number concepts in autistic children. By adapting teaching plans and 
records in private lessons and teaching the number concept in stages, we have improved learning tools according to a child’s 
understanding and interactions with teachers. As a result, we succeeded in prompting an understanding of numerical quantities 
in autistic children. Based on the results, we explored an effective method for teaching number concepts using teaching plans 
and records.

Keywords: Autism, Number Concept, Teaching Plan

Special Needs Education Research Center, University of Tsukuba

筑波5巻.indd   10 11.4.4   3:04:45 PM


